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　衣服の洗浄，アルカリ電解水，ATR-FT/IR法，洗浄率，SDGs，アレルギー性皮膚炎の抑制

衣料用洗剤を使用しない新しい洗浄システムの開発
－SDGsおよびアレルギー性皮膚炎の軽減への取り組み－

研究内容

　衣料用洗剤による繊維の洗浄は有効であるものの，環境への

負荷が指摘されている．また，衣服洗浄後の残留洗剤の影響に

より，アレルギー性皮膚炎の発症が報告されている．そこで，

われわれの研究室では，界面活性剤を使用せずに洗浄する方法

としてアルカリ電解水を用いた新規洗浄システムを提案し，そ

の洗浄効果についてATR-FT/IR法を使って解析し，実用化する

ことを目指しています．アルカリ電解水による固体粒子汚れの

洗浄率は，市販液体洗剤と比較して高い洗浄率を有しており，

特に40 ℃において，アルカリ電解水を用いたつけおき洗浄のみ

の洗浄率は，市販液体洗剤を用いた本洗い洗浄と同等レベルで

ある（図1）ことから，アルカリ電解水を用いたつけおき洗浄

が，被服の損傷を抑制する上で，有効な手段であることを示唆

しています．さらに，アルカリ電解水（SAEW）のいずれの希釈

倍率においても，SAEWによる油性汚れ，およびタンパク質汚れ

の洗浄率は，固体粒子汚れに比べて著しく高く（図2），このこ

とは，SAEWが固体粒子汚れよりも油性汚れ，およびタンパク質

汚れの洗浄性に優れていることを示唆しています．
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社会連携・産学連携の可能性

　アルカリ電解水は，洗剤を使用せずに衣類の汚れを除去できるので，SDGsに貢献可能です．また，洗剤使用によ

り発症するアレルギー性皮膚炎の軽減にも期待できます．
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図１. 異なった条件下におけるアルカリ電解水と市
販洗剤水溶液による固体粒子汚れの洗浄性（40 ℃ , 
浴比1：30, つけおき工程15分，本洗い工程10分, 
回転数 90 rpm）

図２．3種類の汚れ成分における洗浄率とアルカリ
電解水（SAEW）の希釈倍率との関係（25 ℃ , 浴比
1：30, 10分, 回転数 120 rpm）


